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　当院では、病院が職員・患者・地域の健康づくりに主体的に取り組むという HPH（Health Promoting Hospital）
の理念のもと、リハビリテーション部でも職員の健康保持を目的とした活動を進めています。その一環として今
年度は「腰痛予防」をテーマに、ストレッチ習慣とノーリフトケアの推進に取り組んでいます。

　当院職員を対象に腰痛に関する調査を実施したとこ
ろ、およそ6割が何らかの腰痛を経験していることが
明らかになりました。日常的なストレッチや運動習慣
を持つ職員ほど腰痛が少ない傾向がみられ、とくにス
トレッチの頻度が高いほど予防効果が大きいことが示
されました。一方で、中腰姿勢の多さ、長時間の立位
作業、重量物の取り扱いといった業務特性が腰痛のリスクを高
めている点も浮き彫りになりました。

　こうした結果を受け、リハビリテーション部では毎日の業務
の中で無理なく取り組める「朝礼時の腰痛予防ストレッチ」を
導入しました。朝礼後の5分間を確保し、腰部や股関節周囲の
筋肉を中心に全員でストレッチを実施することで、「忙しくても
続けられる」予防行動として習慣化を図っています。短時間で
はありますが、業務前に身体を整えることで、腰部の筋緊張緩
和や可動性の改善につながり、仕事
中の負担を軽減する効果が期待され
ます。

　腰痛対策として欠かせない「ノー
リフトケア」の推進にも取り組んで
います。患者移乗（ベッドからスト
レッチャー間の移動など）の介助時
の足腰への負担は腰痛発生の大きな要因であり、適切な補助具（スライディングシート）の活用や安全な移乗方
法の浸透は職員の身体を守る上で重要です。必要に応じて実技指導や情報共有を行い、職員一人ひとりが安全に
業務を遂行できる環境づくりを進めています。
　これらの取り組みは、職員の健康を守るだけでなく、質の高い医療の提供にもつながります。今後も継続的に
効果を評価しながら、病院全体に健康づくりの輪を広げていきます。
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■職員を対象に腰痛調査を実施

■朝礼時のストレッチの導入

■院内での取り組み

当院職員の腰痛既往率

61%

朝礼後のストレッチの様子

股関節前面のストレッチ 股関節内側のストレッチ 股関節後面のストレッチ

＜ストレッチの例＞

＜腰痛がもたらす影響＞
・離職率の増加
　（医療職の離職理由の上位）

・業務効率の低下
　（患者ケアやチームワークへの影響）

・個人の QOL 低下
　（仕事外の生活の質にも影響）
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　岡山市は公共交通の維持・拡充の取り組みの一環で支線バスの運行を始めています。支線とは、商業施設や病
院などが集まる拠点と周辺地域を結ぶバス路線です。現在4路線あり、中でも「東山・操南台団地線」は東山か
ら協立病院、平井小学校、操南台団地を結ぶルートで、地域住民の方にとって協立病院への通院にもご活用いた
だける路線です。

FLAt（フラット）でらくらく通院 !FLAt（フラット）でらくらく通院 !

FLAt 東山・操南台団地線
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バス時刻表「東山・操南台団地線」

詳細は岡山市の
ホームページから「FLAt」

で検索、または下記二次元
コードからご確認ください。


